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Learning and Working on Family Support that Students
in Childcare Teacher Training Schools put Importance on

The purpose of this paper is to reveal how students in childcare teacher training schools
think about learning and working on family support. A questionnaire was conducted and a
chi-square test was executed on the following five items : how students think about family
support and its relationship to : （１）their year level ; （２）their work experience ; （３）
whether a family member is raising children ; （４）experience helping in childcare ; and
（５）experience in raising their own children. The results revealed that students in childcare
teacher training schools think that they need to learn to understand children and coordinate
parent－child relationships. They thought that they needed to work on consultation support,
providing a place for interaction and providing opportunities to learn through information
sharing.
As a result of this study, it showed that support for coordinating children’s understanding
and parent-child relationships should be learned, and It became clear what should be prac-
ticed as a childcare teacher in family support is consultation assistance, provision of ex-
change opportunities and information sharing and mutual learning.

１．研究の背景

２０１７（平成２９）年３月３１日に告示、改定された
新「保育所保育指針」には、「保育所保育の専門
性を生かした子育て支援を積極的に行うよう努め
ること」が明記され、保育所においては、専門性
を有する保育士による子育て支援が求められると
ともに、保育所を利用している保護者以外の地域
の子育て中の親たちへの支援などを行う努力義務
も謳われている。
改定の方向性として、「子育て支援」の章が新
設され、保護者・家庭及び地域と連携した子育て
支援の必要性が説かれ、保護者と連携して「子ど

もの育ち」を支えるという視点に立って、子ども
の育ちを保護者とともに喜び合うことが重視され
ている。保育所が行う地域における子育て支援の
役割が重要になっていることから、これまで記述
されていた「保護者に対する支援」が、今回の改
定で「子育て支援」と記述が変わり、記載内容の
充実が図られている注１）。保育所を利用している
子どもの保護者だけではなく、子育て中の親のた
めの包括的な支援の必要性が求められているから
である。
「子育て支援」を行うためには、家庭支援が不
可欠である。よって、保育所には障害のある子ど
もや特別な配慮を必要とする子どもたちを含めた
すべての子どもを育てる家庭が対象となるだけで
なく、地域の子育てを支援する相談事業なども展
開されることが求められており、保育士には今後
一層、子育て支援専門職としての役割が期待され

１）豊岡短期大学
２）関西福祉科学大学
３）南海福祉看護専門学校
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ていると言えよう。
これに関連して、保育士養成課程においては、

「子育て支援」と「子ども家庭支援論」が新たな
教科目となった。「子育て支援」は、これまでの
「保育相談支援」「相談援助」を改正したものであっ
て、「保育士の行う保育の専門性を背景とした保
護者に対する相談、助言、情報提供、行動見本の
提示等の支援（保育相談支援）について、その特
性と展開を具体的に理解する」や「保育士の行う
子育て支援について、様々な場や対象に即した支
援の内容と方法及び技術を、実践事例等を通して
具体的に理解する」ことを目標にしている。また、
「子ども家庭支援論」は、「保育相談支援」・「相談
援助」・「家庭支援論」を改正した教科目であって、
「子育て家庭に対する支援の意義・目的を理解す
る」、「保育の専門性を活かした子ども家庭支援の
意義と基本について理解する」、「子育て家庭に対
する支援の展開と子どもの家庭支援の現状、課題
について理解する」ことを目的にしている。

２．「家庭支援」と「子育て支援」の関係

新「保育所保育指針」では、「第１章 総則」
「１ 保育所保育に関する基本原則」「（１）保育
所の役割」に「ウ 保育所は、入所する子どもを
保育するとともに、家庭や地域の様々な社会資源
との連携を図りながら、入所する子どもの保護者
に対する支援及び地域の子育て家庭に対する支援
等を行う役割を担うものである」と記され、地域
の子育て家庭に対する支援を行うことが「保育所
の役割」の１つであることが謳われている。保育
現場や子育て支援の現場では、親子の関係を深め
るためにも「家庭支援」の役割が強く求められて
いると言える。

３．目的

保育士養成課程は４年制大学、短期大学、専門
学校に設置されているが、これまで、専門学校生
を対象として、家庭支援の学びと取り組みの必要
性について検討した研究は見当たらない。そこで、

専門学校生に実施したアンケート調査の結果をも
とに、「家庭支援への考えと学年との関連」「家庭
支援への考えと職業体験の有無との関連」「家庭
支援への考えと身近な子育て者の存在との関連」
「家庭支援への考えと子育ての手伝い経験との関
連」「家庭支援への考えと自身の子育て経験との
関連」の５項目の関連性について分析を行い、保
育士養成専門学校生が家庭支援の学びと取り組み
に関してどのような考えを持っているかを把握す
ることを目的とする。

４．倫理的配慮

アンケート調査実施の際、調査によって得たデ
ータについては個人を特定できないように統計的
に処理を行うことを調査用紙に記した。

５．調査方法

５－１ 調査時期・調査対象

今回の調査では、２０１８（平成３０）年７月に同じ
養成課程で学んだ保育士養成専門学校生が家庭支
援の学びと取り組みに関してどのような考えを
持っているかを把握するために、A専門学校在籍
中の学生を対象にアンケート調査を実施した。対
象は、調査回答者は６９名であったが、記入漏れを
省いた５６名を分析対象とした。

５－２ 調査内容

厚生労働省（２００７）（２０１５）、柏女・橋本（２００８）、
山縣・中谷（２０１３）、芝野・小野・平田（２０１３）、
新川（２０１６）を参照して調査項目を作成した。調
査内容は、①家庭支援（相談援助・保育相談支援）
をするうえで、学ぶべきこと、②家庭支援にあた
り保育士として取り組むべきこと、③なぜ今、家
庭支援が必要だと思うか、であった。フェイスシ
ートで、性別、学年、職場体験、子育て支援のボ
ランティア経験の有無などを尋ねた。
なお、調査内容の妥当性を検討するため、B市
の児童福祉課長とC地域子育て支援拠点の施設長
の協力を得て、子育て支援の実践現場で家庭支援
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を行う前に学んでおくこと、家庭支援にあたり保
育士として取り組むべきこと、なぜ今家庭支援が
必要かといった点について、事前に作成した本調
査内容のたたき台を提示し、調査項目が妥当であ
るかどうか検討した。こうした複数回の協議を通
して、たたき台を修正し、調査内容の妥当性を確
保した。

５－３ 分析手続き

「子どもの成長・発達を援助する技術」などの
１１項目を『家庭支援をする上で学ぶべきこと』、
「保護者との情報共有」などの１７項目を『家庭支
援にあたり保育士としての取り組むべきこと』、
「少子化」などの１４項目は『なぜ今家庭支援が必
要か』とし、クロス集計表を作成した。

６．調査結果

６－１ 回答者の性別・学年

回答者のうち、男子１４人（２５．０％）、女子４２人
（７５．０％）で、学年では、１年生２６人（４６．４％）、
２年生３０人（５３．６％）であった。

６－２ 身近に子育てをしている人の存在

身近に子育てをしている人がいると答えた学生
は、４４人（７８．６％）であったことから、これらの
学生は身近に子育ての様子を目にしていると言え

る。回答者のなかには、子育てをしながら学んで
いる学生も含まれている。
さらに、子育ての手伝いをしたことがあると答
えた学生は、３７人（６６．１％）であった。

６－３ 子育て支援のボランティア経験の有無

子育て支援のボランティアをした経験のある者
は、６人（８．７％）であったが、４６人（６６．７％）の
学生が、機会があればボランティアをしてみたい
と思っている。

６－４ 家庭支援をする上で学ぶべきことはなに

か（上位３項目の複数選択式）

「家庭支援（相談援助・保育相談支援）をする
上で学ぶべきことはなんですか」については、図
１に示したとおりである。全体で最も多かったの
が、「子どもの成長・発達を援助する技術」が２８
人（５０．０％）おり、半数の学生が子どもの成長・
発達を援助する技術が必要であると考えている。
次に、「子ども理解」が２２人（３９．３％）、「子ども
同士や保護者との関係を構築していく技術」が２１
人（３７．５％）、「コミュニケーション力」が１９人
（３３．９％）、「保護者等への相談援助の技術」が１８
人（３２．１％）であった。
それぞれの項目の特色を確認すると、「子ども
の成長・発達を援助する技術」「子ども理解」「子

図１ 家庭支援をする上で学ぶべきことはなにか（Ｎ＝５６，上位３項目の複数選択式）

室谷・新川・前田：保育士養成専門学校生が重視する家庭支援の学びと取り組みについて

７１



7%

11%

11%

13%

18%

20%

20%

21%

23%

23%

29%

36%

43%

50%

52%

52%

70%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

VW;�-.�X�Y8�

��#@AZ@�[\=#]^_`KaNb

c�d3e\=fg�hi�=#@Aj�"k�h

!"��@
�lmZn#)*

cOP#-,o��p


��#qrNstu�vwkixyf�3!"��@z{i|n}\~!"��

d��VW~����#��

!12#@
���)*

��#���#���Y �

���^LH
�h#)*

c=��#�S�p


!"���&\���w�icOP3l�o,�h

9:;=#����

!"�c!#��#h#)*

���#��h�Y {�


!"�#����{������ g���^�3��h

!"��@
�DE.7

ども同士や保護者との関係を構築していく技術」
は子どもの成長・発達や社会性の醸成に対する支
援である。また、「子ども同士や保護者との関係
を構築していく技術」「コミュニケーション力」
「保護者等への相談援助の技術」「保護者等との信
頼関係の構築」は保護者に対する関係構築・相談
援助といった支援である。保育士を目指す学生た
ちが考える家庭支援をするうえでの学びのなかで、
特に子どもへの発達支援と保護者への相談援助が
重視されていると考えられる。

６－５ 家庭支援にあたり保育士として取り組む

べきことはなにか（上位５項目の複数選

択式）

「家庭支援にあたり、保育士として取り組むべ
きことはなんですか」については、図２に示した
とおりである。全体で最も多かったのが、「子育
てに関する相談援助」が３９人（６９．６％）であった。
次いで、「子育ての悩みに寄り添って聞いてくれ
るスタッフがいる場」と「居心地の良い場所をつ
くりだす」が同じ２９人（５１．８％）であった。また、

「子育て親子の交流の場の提供」は２８人（５０．０％）、
「保護者との情報共有」は２４人（４２．９％）、「子育
て経験や体験を通じて、親同士が学び合える場」
は２０人（３５．７％）であった。
それぞれの項目の特色を確認すると、「子育て

に関する相談援助」「子育ての悩みに寄り添って
聞いてくれるスタッフがいる場」は相談援助・悩
みの解決に焦点を当てた支援であり、「子育ての
悩みに寄り添って聞いてくれるスタッフがいる
場」「居心地の良い場をつくりだす」「子育て親子
の交流の場の提供」「子育て経験や体験を通じて、
親同士が学び合える場」は環境構成と捉えられる。
また、「子育て親子の交流の場の提供」「保護者と
の情報共有」「子育て経験や体験を通じて、親同
士が学び合える場」は保育者や他の子育て親子と
の交流や学びと考えられる。
このことから、アンケートに回答した専門学校
生は、保育士の家庭支援上の役割は、相談援助を
行い、保育士や他の子育て親子が交流し、学ぶこ
とができる場を提供することであると捉えている
と考えられる。

図２ 家庭支援にあたり保育士として取り組むべきことはなにか（Ｎ＝５６，上位５項目の複数選択式）

家庭教育研究25、２０２０

７２



0%
4%

5%
13%

14%
16%

20%
23%
23%

27%
30%

39%
43%
43%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

 ���¡2f�

¢j#|n£¤

¥¦#§¨|n

c#©ª

!"�«¬3�f�

�­§®

���4#©ª

¯°±

²³fc

´!µ

�¶�

!"�#��

·={c°±#¸¹

d��DEDº3�f�

６－６ 家庭支援の必要性（上位３項目の複数選

択式）

「家庭支援の必要性」については、図３に示し
たとおりである。全体で最も多かったのが、「身
近に相談相手がいない」と「ひとり親家庭の増加」
が２４人（４２．９％）であった。次いで、「子育ての
環境」は２２人（３９．３％）であった。
「身近に相談相手がいない」「ひとり親家族の増
加」「子育ての環境」の上位３項目は２０人を超え
ており、身近な相談相手の存在と家庭環境が子育
てに影響すると考えている学生が多いと考えられ
る。

６－７ 家庭支援への考えと学年との関連

家庭支援への考えと学年との関連を検討するた
め、クロス集計表を作成し、カイ二乗検定を行っ
た。その結果を表１に示した。その結果、「家庭
支援をする上で学ぶべきこと」の「コミュニケー
ション力」について５％水準の有意差がみられ、
１年生のほうがより重視していていた。また、
「家庭支援にあたり保育士として取り組むべきこ
と」の「親自身が主体となれる場、人との関係性
を育める場」については５％水準で有意差がみら
れ、２年生のほうがより重視していた。

６－８ 家庭支援への考えと職業体験の有無との

関連

家庭支援への考えと保育所での職業体験の有無
との関連を検討するため、クロス集計表を作成し、
カイ二乗検定を行った。その結果を表２に示した。
その結果、職業体験の有無によって有意差が確認
できる項目は見られなかった。

６－９ 家庭支援への考えと身近な子育て者の存

在との関連

家庭支援への考えと身近な子育て者の存在との
関連を検討するため、クロス集計表を作成し、カ
イ二乗検定を行った。その結果を表３に示した。
その結果、身近な子育て者の存在によって有意差
が確認できる項目は見られなかった。

６－１０ 家庭支援への考えと子育ての手伝い経験

との関連

家庭支援への考えと子育ての手伝い経験との関
連を検討するため、クロス集計表を作成し、カイ
二乗検定を行った。その結果を表４に示した。そ
の結果、保育士として取り組むべきことの「保護
者との情報共有」について５％水準で有意な差が
見られ、手伝いの経験がある学生のほうがより保

図３ 家庭支援の必要性 (N=56,上位3項目の複数選択式)

室谷・新川・前田：保育士養成専門学校生が重視する家庭支援の学びと取り組みについて

７３



»¼½

°¾-.�
�¿~lÀÁ�Â=

!12#�S�TU�.7
��
 ÃÄ ÅÄÃÆÇÈÉ ÃÊ ÅËÌÆÇÈÉ Ã¼ ÅÍÊÆÊÈÉ ÃÌ ÅÄÊÆÊÈÉ ÃÆÎÏÇ
!123�456
���78�56.7#�
 Ä Å¼ËÆÃÈÉ ¼Ê ÅÎÄÆÏÈÉ Ï ÅËÊÆÊÈÉ ¼Ã ÅÎÊÆÊÈÉ ÊÆÊÎÏ
���������������� �
 Ë ÅÃÃÆÇÈÉ ¼Ë ÅÌÌÆÇÈÉ Í ÅÃËÆËÈÉ ¼Ä ÅÌÄÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
�������	
��
 Ë ÅÃÃÆÇÈÉ ¼Ë ÅÌÌÆÇÈÉ Ã ÅËÆËÈÉ ¼Ï ÅÏÄÆÎÈÉ ÊÆÇÊÍ
!12OP&9:;=#@A��B��� �
 Ì ÅËÊÆÌÈÉ ÃÌ ÅÄÏÆ¼ÈÉ ÃË ÅÍËÆËÈÉ ÃÎ ÅÇÄÆÎÈÉ ÊÆÍÎÏ
9:;<C#DE.7#�
 Ä Å¼ËÆÃÈÉ ¼Ê ÅÎÄÆÏÈÉ Ã¼ ÅÍÊÆÊÈÉ ÃÌ ÅÄÊÆÊÈÉ ÃÆÃËÇ
9:;<=#>?@A��B Ä Å¼ËÆÃÈÉ ¼Ê ÅÎÄÆÏÈÉ ÃÃ ÅËÄÆÎÈÉ ÃÏ ÅÄËÆËÈÉ ÊÆÄÇÏ
FGHIJKLMN� ÃË ÅÇÊÆÊÈÉ ÃË ÅÇÊÆÊÈÉ Ä Å¼ÊÆÊÈÉ ¼Í ÅÌÊÆÊÈÉ ÍÆËËÍ Ð
����� ¼ ÅÎÆÎÈÉ ¼Í ÅÏ¼ÆËÈÉ Ë ÅÃÊÆÊÈÉ ¼Î ÅÏÊÆÊÈÉ ÊÆÊÊÊ
!12QR Ã¼ ÅÍÄÆ¼ÈÉ ÃÍ ÅÇËÆÌÈÉ ÃÊ ÅËËÆËÈÉ ¼Ê ÅÄÄÆÎÈÉ ÊÆÍÏÌ
!"�#$%&'�(�)*�+,�-.#/0 Ë ÅÃÃÆÇÈÉ ¼Ë ÅÌÌÆÇÈÉ Ï ÅËÊÆÊÈÉ ¼Ã ÅÎÊÆÊÈÉ ÃÆÌËÊ
°¾-.�Ñ�{9"P=��Ò{ÓÔÁ�Â=

9:;=#���� Ã¼ ÅÍÄÆ¼ÈÉ ÃÍ ÅÇËÆÌÈÉ Ã¼ ÅÍÊÆÊÈÉ ÃÌ ÅÄÊÆÊÈÉ ÊÆÊËÎ
!12#@
���)* Ä Å¼ËÆÃÈÉ ¼Ê ÅÎÄÆÏÈÉ Ä Å¼ÊÆÊÈÉ ¼Í ÅÌÊÆÊÈÉ ÊÆÊÊÊ
!"��@
�lmZn#)* Ë ÅÃÃÆÇÈÉ ¼Ë ÅÌÌÆÇÈÉ Í ÅÃËÆËÈÉ ¼Ä ÅÌÄÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
!"��@
�DE.7 ÃÄ ÅÄÃÆÇÈÉ ÃÊ ÅËÌÆÇÈÉ ¼Ë ÅÎÄÆÎÈÉ Î Å¼ËÆËÈÉ ÊÆÌÎÎ
!"�c!#��#h#)* ÃÃ ÅÍ¼ÆËÈÉ ÃÇ ÅÇÎÆÎÈÉ ÃÎ ÅÇÄÆÎÈÉ ÃË ÅÍËÆËÈÉ ÊÆÄÍÄ
VW;�-.�X�Y8� ¼ ÅÎÆÎÈÉ ¼Í ÅÏ¼ÆËÈÉ ¼ ÅÄÆÎÈÉ ¼Ì ÅÏËÆËÈÉ ÊÆÊÊÊ
���#��h�Y {�
 ÃÇ ÅÇÎÆÎÈÉ ÃÃ ÅÍ¼ÆËÈÉ ÃÍ ÅÍÄÆÎÈÉ ÃÄ ÅÇËÆËÈÉ ÊÆËÊÌ
c=��#�S�p
 Ä Å¼ËÆÃÈÉ ¼Ê ÅÎÄÆÏÈÉ ÃÊ ÅËËÆËÈÉ ¼Ê ÅÄÄÆÎÈÉ ÊÆËÊË
cOP#-,o��p
 Ë ÅÃÃÆÇÈÉ ¼Ë ÅÌÌÆÇÈÉ Î Å¼ËÆËÈÉ ¼Ë ÅÎÄÆÎÈÉ ÊÆÄËÏ
��#���#���Y � Ì ÅËÊÆÌÈÉ ÃÌ ÅÄÏÆ¼ÈÉ Ç ÅÃÄÆÎÈÉ ¼Ç ÅÌËÆËÈÉ ÊÆÌÄÍ
��#@AZ@�[\=#]^_`KaNb Ë ÅÃÃÆÇÈÉ ¼Ë ÅÌÌÆÇÈÉ Ë ÅÃÊÆÊÈÉ ¼Î ÅÏÊÆÊÈÉ ÊÆÊÊÊ
!"���&\���w�icOP3l�o,�h ÃÊ ÅËÌÆÇÈÉ ÃÄ ÅÄÃÆÇÈÉ ÃÊ ÅËËÆËÈÉ ¼Ê ÅÄÄÆÎÈÉ ÊÆÊÃÍ
c�d3e\=fg�hi�=#@Aj�"k�h Ê ÅÊÆÊÈÉ ¼Ä ÅÃÊÊÆÊÈÉ Ä Å¼ÊÆÊÈÉ ¼Í ÅÌÊÆÊÈÉ ËÆÏ¼Ã Ð
!"�#����{������ g���^�3��h ÃË ÅÇÊÆÊÈÉ ÃË ÅÇÊÆÊÈÉ ÃÄ ÅÇËÆËÈÉ ÃÍ ÅÍÄÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
��#qrNstu�vwkixyf�3!"��@z{i|n}\~!"��Õ.
�h Ä Å¼ËÆÃÈÉ ¼Ê ÅÎÄÆÏÈÉ Ç ÅÃÄÆÎÈÉ ¼Ç ÅÌËÆËÈÉ ÊÆÊÎÊ
���^LH
�h#)* Ï ÅËÍÆÄÈÉ ÃÎ ÅÄÇÆÍÈÉ Í ÅÃËÆËÈÉ ¼Ä ÅÌÄÆÎÈÉ ¼ÆÍÍÄ
d��VW~����#�� Î Å¼ÄÆÏÈÉ ÃÏ ÅÎËÆÃÈÉ Í ÅÃËÆËÈÉ ¼Ä ÅÌÄÆÎÈÉ ÊÆÌÌ¼
fÖ×°¾-.3ØÙ�

´!µ Ì ÅËÊÆÌÈÉ ÃÌ ÅÄÏÆ¼ÈÉ Î Å¼ËÆËÈÉ ¼Ë ÅÎÄÆÎÈÉ ÊÆÃÊÇ
¯°± Ä Å¼ËÆÃÈÉ ¼Ê ÅÎÄÆÏÈÉ Î Å¼ËÆËÈÉ ¼Ë ÅÎÄÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
!"�#�� ÃÃ ÅÍ¼ÆËÈÉ ÃÇ ÅÇÎÆÎÈÉ ÃÃ ÅËÄÆÎÈÉ ÃÏ ÅÄËÆËÈÉ ÊÆÊ¼Ç
���4#©ª Ä Å¼ËÆÃÈÉ ¼Ê ÅÎÄÆÏÈÉ Ç ÅÃÄÆÎÈÉ ¼Ç ÅÌËÆËÈÉ ÊÆÊÎÊ
�¶� Î Å¼ÄÆÏÈÉ ÃÏ ÅÎËÆÃÈÉ ÃÊ ÅËËÆËÈÉ ¼Ê ÅÄÄÆÎÈÉ ÊÆÊÇ¼
·={c°±#¸¹ ÃÃ ÅÍ¼ÆËÈÉ ÃÇ ÅÇÎÆÎÈÉ ÃË ÅÍËÆËÈÉ ÃÎ ÅÇÄÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
¢j#|n£¤ Ê ÅÊÆÊÈÉ ¼Ä ÅÃÊÊÆÊÈÉ ¼ ÅÄÆÎÈÉ ¼Ì ÅÏËÆËÈÉ ÊÆËÌË
¥¦#§¨|n Ê ÅÊÆÊÈÉ ¼Ä ÅÃÊÊÆÊÈÉ Ë ÅÃÊÆÊÈÉ ¼Î ÅÏÊÆÊÈÉ ÃÆÃ¼Ï
d��DEDº3�f� ÃÃ ÅÍ¼ÆËÈÉ ÃÇ ÅÇÎÆÎÈÉ ÃË ÅÍËÆËÈÉ ÃÎ ÅÇÄÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
!"�«¬3�f� Ë ÅÃÃÆÇÈÉ ¼Ë ÅÌÌÆÇÈÉ Ç ÅÃÄÆÎÈÉ ¼Ç ÅÌËÆËÈÉ ÊÆÊ¼Î
c#©ª Ë ÅÃÃÆÇÈÉ ¼Ë ÅÌÌÆÇÈÉ Í ÅÃËÆËÈÉ ¼Ä ÅÌÄÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
�­§® Í ÅÃÇÆÍÈÉ ¼¼ ÅÌÍÆÄÈÉ Ç ÅÃÄÆÎÈÉ ¼Ç ÅÌËÆËÈÉ ÊÆÊÊÊ
 ���¡2f� Ê ÅÊÆÊÈÉ ¼Ä ÅÃÊÊÆÊÈÉ Ê ÅÊÆÊÈÉ ËÊ ÅÃÊÊÆÊÈÉ Ú
²³fc Ì ÅËÊÆÌÈÉ ÃÌ ÅÄÏÆ¼ÈÉ Ç ÅÃÄÆÎÈÉ ¼Ç ÅÌËÆËÈÉ ÊÆÌÄÍ
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護者との情報共有を重視していた。

６－１１ 家庭支援への考えと自身の子育て経験と

の関連

家庭支援への考えと自身の子育て経験との関連
を検討するため、クロス集計表を作成し、カイ二
乗検定を行った。その結果を表５に示した。その
結果、今家庭支援が必要であるとされる理由の一
つとして、今回のアンケートでは「共働き」と
「未熟な親」の項目のみ、５％水準で有意な差が

見られた。例えば、山縣（２００２）は、「親子の信
頼および愛着関係の基礎形成が不安定なかで、親
としての成熟度はますます低下し、“親になりき
れていない親”が、より多く出現することになる。」
と述べている。本研究は、よりよい親子関係を形
成するための家庭支援の重要性を子育て経験のあ
る学生の方がより考えていることを示唆した。

７．まとめ

本研究では、保育士養成専門学校生が家庭支援

表１ 家庭支援への考えと学年との関連（Ｎ＝５６）

家庭教育研究25、２０２０
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!12#�S�TU�.7
��
 Ã¼ ÅËÎÆÇÈÉ ¼Ê ÅÄ¼ÆÇÈÉ ÃÄ ÅÄÄÆÎÈÉ Ì ÅËËÆËÈÉ ËÆÇÎË
!123�456
���78�56.7#�
 ÃÊ ÅËÃÆËÈÉ ¼¼ ÅÄÌÆÌÈÉ Ç Å¼ÊÆÌÈÉ ÃÏ ÅÎÏÆ¼ÈÉ ÊÆË¼Ã
���������������� �
 Í ÅÃ¼ÆÇÈÉ ¼Ì ÅÌÎÆÇÈÉ Ë ÅÃ¼ÆÇÈÉ ¼Ã ÅÌÎÆÇÈÉ ÊÆÊÊÊ
�������	
��
 Ã ÅËÆÃÈÉ ËÃ ÅÏÄÆÏÈÉ Ë ÅÃ¼ÆÇÈÉ ¼Ã ÅÌÎÆÇÈÉ ÊÆÄÎÏ
!12OP&9:;=#@A��B��� �
 ÃÃ ÅËÍÆÍÈÉ ¼Ã ÅÄÇÆÄÈÉ ÃÊ ÅÍÃÆÎÈÉ ÃÍ ÅÇÌÆËÈÉ ÊÆÊÎÌ
9:;<C#DE.7#�
 ÃÃ ÅËÍÆÍÈÉ ¼Ã ÅÄÇÆÄÈÉ Î Å¼ÏÆ¼ÈÉ ÃÎ ÅÎÊÆÌÈÉ ÊÆÊÃÇ
9:;<=#>?@A��B Ï Å¼ÌÆÃÈÉ ¼Ë ÅÎÃÆÏÈÉ Ì ÅËËÆËÈÉ ÃÄ ÅÄÄÆÎÈÉ ÊÆÊÃÄ
FGHIJKLMN� ÃÊ ÅËÃÆËÈÉ ¼¼ ÅÄÌÆÌÈÉ Ï ÅËÎÆÇÈÉ ÃÇ ÅÄ¼ÆÇÈÉ ÊÆÊÍÃ
����� Í ÅÃ¼ÆÇÈÉ ¼Ì ÅÌÎÆÇÈÉ Ã ÅÍÆ¼ÈÉ ¼Ë ÅÏÇÆÌÈÉ ÊÆËÎÃ
!12QR ÃÍ ÅÍËÆÌÈÉ ÃÌ ÅÇÄÆËÈÉ Ì ÅËËÆËÈÉ ÃÄ ÅÄÄÆÎÈÉ ÊÆ¼ÄÍ
!"�#$%&'�(�)*�+,�-.#/0 ÃÊ ÅËÃÆËÈÉ ¼¼ ÅÄÌÆÌÈÉ ¼ ÅÌÆËÈÉ ¼¼ ÅÏÃÆÎÈÉ ÆËÆÊ¼Ç
°¾-.�Ñ�{9"P=��Ò{ÓÔÁ�Â=

9:;=#���� ÃÃ ÅËÍÆÍÈÉ ¼Ã ÅÄÇÆÄÈÉ ÃË ÅÇÍÆ¼ÈÉ ÃÃ ÅÍÇÆÌÈÉ ÃÆÍÄÊ
!12#@
���)* Ä ÅÃÌÆÌÈÉ ¼Ä ÅÌÃÆËÈÉ Ä Å¼ÇÆÊÈÉ ÃÌ ÅÎÇÆÊÈÉ ÊÆÊÇÇ
!"��@
�lmZn#)* ¼ ÅÄÆËÈÉ ËÊ ÅÏËÆÌÈÉ Ç Å¼ÊÆÌÈÉ ÃÏ ÅÎÏÆ¼ÈÉ ÃÆÇÊÊ
!"��@
�DE.7 ¼Ê ÅÄ¼ÆÇÈÉ Ã¼ ÅËÎÆÇÈÉ ÃÏ ÅÎÏÆ¼ÈÉ Ç Å¼ÊÆÌÈÉ ÃÆÃÊÊ
!"�c!#��#h#)* ÃÍ ÅÍËÆÌÈÉ ÃÌ ÅÇÄÆËÈÉ ÃÍ ÅÇÌÆËÈÉ ÃÊ ÅÍÃÆÎÈÉ ÊÆÄÇÄ
VW;�-.�X�Y8� Ë ÅÏÆÍÈÉ ¼Ï ÅÏÊÆÄÈÉ Ã ÅÍÆ¼ÈÉ ¼Ë ÅÏÇÆÌÈÉ ÊÆÊÇÊ
���#��h�Y {�
 ÃÌ ÅÇÄÆËÈÉ ÃÍ ÅÍËÆÌÈÉ ÃÃ ÅÍÇÆÌÈÉ ÃË ÅÇÍÆ¼ÈÉ ÊÆ¼Ç¼
c=��#�S�p
 Ï Å¼ÌÆÃÈÉ ¼Ë ÅÎÃÆÏÈÉ Î Å¼ÏÆ¼ÈÉ ÃÎ ÅÎÊÆÌÈÉ ÊÆÊÊÊ
cOP#-,o��p
 Ä ÅÃÌÆÌÈÉ ¼Ä ÅÌÃÆËÈÉ Í ÅÃÄÆÎÈÉ ¼Ê ÅÌËÆËÈÉ ÊÆÊÊÊ
��#���#���Y � Ï Å¼ÌÆÃÈÉ ¼Ë ÅÎÃÆÏÈÉ Í ÅÃÄÆÎÈÉ ¼Ê ÅÌËÆËÈÉ ÊÆÍÎÊ
��#@AZ@�[\=#]^_`KaNb ¼ ÅÄÆËÈÉ ËÊ ÅÏËÆÌÈÉ Í ÅÃÄÆÎÈÉ ¼Ê ÅÌËÆËÈÉ ÊÆÄÇÎ
!"���&\���w�icOP3l�o,�h ÃË ÅÍÊÆÄÈÉ ÃÏ ÅÇÏÆÍÈÉ Î Å¼ÏÆ¼ÈÉ ÃÎ ÅÎÊÆÌÈÉ ÊÆËÄÇ
c�d3e\=fg�hi�=#@Aj�"k�h Í ÅÃ¼ÆÇÈÉ ¼Ì ÅÌÎÆÇÈÉ ¼ ÅÌÆËÈÉ ¼¼ ÅÏÃÆÎÈÉ ÊÆÊÊÍ
!"�#����{������ g���^�3��h ÃÎ ÅÇËÆÃÈÉ ÃÇ ÅÍÄÆÏÈÉ Ã¼ ÅÇÊÆÊÈÉ Ã¼ ÅÇÊÆÊÈÉ ÊÆÊÊÊ
��#qrNstu�vwkixyf�3!"��@z{i|n}\~!"��Õ.
�h Ì Å¼ÇÆÊÈÉ ¼Í ÅÎÇÆÊÈÉ Ë ÅÃ¼ÆÇÈÉ ¼Ã ÅÌÎÆÇÈÉ ÊÆÄÌÃ
���^LH
�h#)* Ï Å¼ÌÆÃÈÉ ¼Ë ÅÎÃÆÏÈÉ Í ÅÃÄÆÎÈÉ ¼Ê ÅÌËÆËÈÉ ÊÆÍÎÊ
d��VW~����#�� Î Å¼ÃÆÏÈÉ ¼Ç ÅÎÌÆÃÈÉ Í ÅÃÄÆÎÈÉ ¼Ê ÅÌËÆËÈÉ ÊÆÊ¼Ã
fÖ×°¾-.3ØÙ�

´!µ Ï Å¼ÌÆÃÈÉ ¼Ë ÅÎÃÆÏÈÉ Ä Å¼ÇÆÊÈÉ ÃÌ ÅÎÇÆÊÈÉ ÊÆÊÊÊ
¯°± Í ÅÃ¼ÆÇÈÉ ¼Ì ÅÌÎÆÇÈÉ Ï ÅËÎÆÇÈÉ ÃÇ ÅÄ¼ÆÇÈÉ ËÆÇÊÌ
!"�#�� ÃË ÅÍÊÆÄÈÉ ÃÏ ÅÇÏÆÍÈÉ Ï ÅËÎÆÇÈÉ ÃÇ ÅÄ¼ÆÇÈÉ ÊÆÊÊÊ
���4#©ª Ç ÅÃÇÆÄÈÉ ¼Î ÅÌÍÆÍÈÉ Ä Å¼ÇÆÊÈÉ ÃÌ ÅÎÇÆÊÈÉ ÊÆ¼ÌÇ
�¶� ÃÊ ÅËÃÆËÈÉ ¼¼ ÅÄÌÆÌÈÉ Î Å¼ÏÆ¼ÈÉ ÃÎ ÅÎÊÆÌÈÉ ÊÆÊÊÊ
·={c°±#¸¹ ÃÇ ÅÍÄÆÏÈÉ ÃÎ ÅÇËÆÃÈÉ Ï ÅËÎÆÇÈÉ ÃÇ ÅÄ¼ÆÇÈÉ ÊÆÃÌÍ
¢j#|n£¤ ¼ ÅÄÆËÈÉ ËÊ ÅÏËÆÌÈÉ Ê ÅÊÆÊÈÉ ¼Í ÅÃÊÊÆÊÈÉ ÊÆ¼ÎÊ
¥¦#§¨|n Ã ÅËÆÃÈÉ ËÃ ÅÏÄÆÏÈÉ ¼ ÅÌÆËÈÉ ¼¼ ÅÏÃÆÎÈÉ ÊÆÊÄÄ
d��DEDº3�f� Ã¼ ÅËÎÆÇÈÉ ¼Ê ÅÄ¼ÆÇÈÉ Ã¼ ÅÇÊÆÊÈÉ Ã¼ ÅÇÊÆÊÈÉ ÊÆÍËÏ
!"�«¬3�f� Ç ÅÃÇÆÄÈÉ ¼Î ÅÌÍÆÍÈÉ Ë ÅÃ¼ÆÇÈÉ ¼Ã ÅÌÎÆÇÈÉ ÊÆÊÊÊ
c#©ª Ä ÅÃÌÆÌÈÉ ¼Ä ÅÌÃÆËÈÉ Ã ÅÍÆ¼ÈÉ ¼Ë ÅÏÇÆÌÈÉ ÃÆÇÊÊ
�­§® Î Å¼ÃÆÏÈÉ ¼Ç ÅÎÌÆÃÈÉ ¼ ÅÌÆËÈÉ ¼¼ ÅÏÃÆÎÈÉ ÊÆÏÏÄ
 ���¡2f� Ê ÅÊÆÊÈÉ Ë¼ ÅÃÊÊÆÊÈÉ Ê ÅÊÆÊÈÉ ¼Í ÅÃÊÊÆÊÈÉ Ú
²³fc Î Å¼ÃÆÏÈÉ ¼Ç ÅÎÌÆÃÈÉ Ä Å¼ÇÆÊÈÉ ÃÌ ÅÎÇÆÊÈÉ ÊÆÊÊÊ
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à

\�Ñ{ÅéåË¼É \�f�Åéå¼ÍÉ
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に関して、どのような考えを持っているかを知る
ためにアンケート調査を実施した。今回の調査か
ら、家庭支援に関して学ぶべきこととして、「子
どもの成長・発達を援助する技術」「子ども理解」
「子ども同士や保護者との関係を構築していく技
術」を上位に挙げていた。このことから、子ども
の理解や親子関係を調整する支援について学ぶこ
とが重要であると考えていることが明らかになっ
た。
また、家庭支援にあたって、保育士として取り

組むべきこととして、「子育てに関する相談援助」
「子育ての悩みに寄り添って聞いてくれるスタッ
フがいる場」「居心地の良い場をつくりだす」「子
育て親子の交流の場の提供」「保護者との情報共
有」「子育て経験や体験を通じて、親同士が学び
合える場」を上位に挙げていた。このことから、
保育士の家庭支援上の役割は、相談援助を行い、
保育士や子育て親子と交流し、保護者と情報を共
有しながら学び合う場を提供することが大切であ
ると考えていることがわかった。

表２ 家庭支援への考えと職業体験の有無との関連（Ｎ＝５６）

室谷・新川・前田：保育士養成専門学校生が重視する家庭支援の学びと取り組みについて
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!12#�S�TU�.7
��
 ¼Ã ÅÍÎÆÎÈÉ ¼Ë ÅÇ¼ÆËÈÉ Î ÅÇÌÆËÈÉ Ç ÅÍÃÆÎÈÉ ÊÆÃÊÄ
!123�456
���78�56.7#�
 ÃË Å¼ÏÆÇÈÉ ËÃ ÅÎÊÆÇÈÉ ¼ ÅÃÄÆÎÈÉ ÃÊ ÅÌËÆËÈÉ ÊÆ¼ÎÄ
���������������� �
 Ç ÅÃÃÆÍÈÉ ËÏ ÅÌÌÆÄÈÉ ¼ ÅÃÄÆÎÈÉ ÃÊ ÅÌËÆËÈÉ ÊÆÊÊÊ
�������	
��
 Í ÅÏÆÃÈÉ ÍÊ ÅÏÊÆÏÈÉ Ê ÅÊÆÊÈÉ Ã¼ ÅÃÊÊÆÊÈÉ ÊÆ¼ÊÍ
!12OP&9:;=#@A��B��� �
 ÃÍ ÅËÃÆÌÈÉ ËÊ ÅÄÌÆ¼ÈÉ Î ÅÇÌÆËÈÉ Ç ÅÍÃÆÎÈÉ ÃÆÌÃÊ
9:;<C#DE.7#�
 ÃÍ ÅËÃÆÌÈÉ ËÊ ÅÄÌÆ¼ÈÉ Í ÅËËÆËÈÉ Ì ÅÄÄÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
9:;<=#>?@A��B ÃË Å¼ÏÆÇÈÉ ËÃ ÅÎÊÆÇÈÉ Í ÅËËÆËÈÉ Ì ÅÄÄÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
FGHIJKLMN� ÃÇ ÅËÍÆÃÈÉ ¼Ï ÅÄÇÆÏÈÉ Í ÅËËÆËÈÉ Ì ÅÄÄÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
����� Ç ÅÃÃÆÍÈÉ ËÏ ÅÌÌÆÄÈÉ Ê ÅÊÆÊÈÉ Ã¼ ÅÃÊÊÆÊÈÉ ÊÆÍ¼Ä
!12QR ÃÄ ÅËÄÆÍÈÉ ¼Ì ÅÄËÆÄÈÉ Ä ÅÇÊÆÊÈÉ Ä ÅÇÊÆÊÈÉ ÊÆ¼ÎÇ
!"�#$%&'�(�)*�+,�-.#/0 Ã¼ Å¼ÎÆËÈÉ Ë¼ ÅÎ¼ÆÎÈÉ Ê ÅÊÆÊÈÉ Ã¼ ÅÃÊÊÆÊÈÉ ¼ÆÎÊË
°¾-.�Ñ�{9"P=��Ò{ÓÔÁ�Â=

9:;=#���� ¼Ê ÅÍÇÆÇÈÉ ¼Í ÅÇÍÆÇÈÉ Í ÅËËÆËÈÉ Ì ÅÄÄÆÎÈÉ ÊÆÃÎÏ
!12#@
���)* ÃÃ Å¼ÇÆÊÈÉ ËË ÅÎÇÆÊÈÉ Ã ÅÌÆËÈÉ ÃÃ ÅÏÃÆÎÈÉ ÊÆÎ¼Ë
!"��@
�lmZn#)* Ä ÅÃËÆÄÈÉ ËÌ ÅÌÄÆÍÈÉ Ã ÅÌÆËÈÉ ÃÃ ÅÏÃÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
!"��@
�DE.7 ËË ÅÎÇÆÊÈÉ ÃÃ Å¼ÇÆÊÈÉ Ä ÅÇÊÆÊÈÉ Ä ÅÇÊÆÊÈÉ ÃÆÎËÊ
!"�c!#��#h#)* ¼¼ ÅÇÊÆÊÈÉ ¼¼ ÅÇÊÆÊÈÉ Ä ÅÇÊÆÊÈÉ Ä ÅÇÊÆÊÈÉ ÊÆÊÊÊ
VW;�-.�X�Y8� ¼ ÅÍÆÇÈÉ Í¼ ÅÏÇÆÇÈÉ ¼ ÅÃÄÆÎÈÉ ÃÊ ÅÌËÆËÈÉ ÊÆÄÄÃ
���#��h�Y {�
 ¼Í ÅÇÍÆÇÈÉ ¼Ê ÅÍÇÆÇÈÉ Ç ÅÍÃÆÎÈÉ Î ÅÇÌÆËÈÉ ÊÆ¼ÃÎ
c=��#�S�p
 ÃË Å¼ÏÆÇÈÉ ËÃ ÅÎÊÆÇÈÉ Ë Å¼ÇÆÊÈÉ Ï ÅÎÇÆÊÈÉ ÊÆÊÊÊ
cOP#-,o��p
 Î ÅÃÇÆÏÈÉ ËÎ ÅÌÍÆÃÈÉ Ë Å¼ÇÆÊÈÉ Ï ÅÎÇÆÊÈÉ ÊÆÊÏ¼
��#���#���Y � Ï Å¼ÊÆÇÈÉ ËÇ ÅÎÏÆÇÈÉ Í ÅËËÆËÈÉ Ì ÅÄÄÆÎÈÉ ÊÆËÊÍ
��#@AZ@�[\=#]^_`KaNb Ç ÅÃÃÆÍÈÉ ËÏ ÅÌÌÆÄÈÉ Ã ÅÌÆËÈÉ ÃÃ ÅÏÃÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
!"���&\���w�icOP3l�o,�h ÃÇ ÅËÍÆÃÈÉ ¼Ï ÅÄÇÆÏÈÉ Ç ÅÍÃÆÎÈÉ Î ÅÇÌÆËÈÉ ÊÆÊ¼Ã
c�d3e\=fg�hi�=#@Aj�"k�h Ç ÅÃÃÆÍÈÉ ËÏ ÅÌÌÆÄÈÉ Ã ÅÌÆËÈÉ ÃÃ ÅÏÃÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
!"�#����{������ g���^�3��h ¼¼ ÅÇÊÆÊÈÉ ¼¼ ÅÇÊÆÊÈÉ Î ÅÇÌÆËÈÉ Ç ÅÍÃÆÎÈÉ ÊÆÊËÇ
��#qrNstu�vwkixyf�3!"��@z{i|n}\~!"��Õ.
�h Ï Å¼ÊÆÇÈÉ ËÇ ÅÎÏÆÇÈÉ ¼ ÅÃÄÆÎÈÉ ÃÊ ÅÌËÆËÈÉ ÊÆÊÊÊ
���^LH
�h#)* Ì ÅÃÌÆ¼ÈÉ ËÄ ÅÌÃÆÌÈÉ Ç ÅÍÃÆÎÈÉ Î ÅÇÌÆËÈÉ ÃÆÎÍÏ
d��VW~����#�� Î ÅÃÇÆÏÈÉ ËÎ ÅÌÍÆÃÈÉ Í ÅËËÆËÈÉ Ì ÅÄÄÆÎÈÉ ÊÆÌÎÌ
fÖ×°¾-.3ØÙ�

´!µ Ã¼ Å¼ÎÆËÈÉ Ë¼ ÅÎ¼ÆÎÈÉ Ë Å¼ÇÆÊÈÉ Ï ÅÎÇÆÊÈÉ ÊÆÊÊÊ
¯°± Ã¼ Å¼ÎÆËÈÉ Ë¼ ÅÎ¼ÆÎÈÉ Ã ÅÌÆËÈÉ ÃÃ ÅÏÃÆÎÈÉ ÊÆÏÌÍ
!"�#�� ÃÄ ÅËÄÆÍÈÉ ¼Ì ÅÄËÆÄÈÉ Ä ÅÇÊÆÊÈÉ Ä ÅÇÊÆÊÈÉ ÊÆ¼ÎÇ
���4#©ª Ì ÅÃÌÆ¼ÈÉ ËÄ ÅÌÃÆÌÈÉ Ë Å¼ÇÆÊÈÉ Ï ÅÎÇÆÊÈÉ ÊÆÊÃÍ
�¶� ÃË Å¼ÏÆÇÈÉ ËÃ ÅÎÊÆÇÈÉ Í ÅËËÆËÈÉ Ì ÅÄÄÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
·={c°±#¸¹ ¼Ê ÅÍÇÆÇÈÉ ¼Í ÅÇÍÆÇÈÉ Í ÅËËÆËÈÉ Ì ÅÄÄÆÎÈÉ ÊÆÃÎÏ
¢j#|n£¤ ¼ ÅÍÆÇÈÉ Í¼ ÅÏÇÆÇÈÉ Ê ÅÊÆÊÈÉ Ã¼ ÅÃÊÊÆÊÈÉ ÊÆÊÊÊ
¥¦#§¨|n ¼ ÅÍÆÇÈÉ Í¼ ÅÏÇÆÇÈÉ Ã ÅÌÆËÈÉ ÃÃ ÅÏÃÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
d��DEDº3�f� ÃÌ ÅÍÊÆÏÈÉ ¼Ä ÅÇÏÆÃÈÉ Ä ÅÇÊÆÊÈÉ Ä ÅÇÊÆÊÈÉ ÊÆÊÇÇ
!"�«¬3�f� Î ÅÃÇÆÏÈÉ ËÎ ÅÌÍÆÃÈÉ Ã ÅÌÆËÈÉ ÃÃ ÅÏÃÆÎÈÉ ÊÆÊÍÊ
c#©ª Ç ÅÃÃÆÍÈÉ ËÏ ÅÌÌÆÄÈÉ ¼ ÅÃÄÆÎÈÉ ÃÊ ÅÌËÆËÈÉ ÊÆÊÊÊ
�­§® Î ÅÃÇÆÏÈÉ ËÎ ÅÌÍÆÃÈÉ ¼ ÅÃÄÆÎÈÉ ÃÊ ÅÌËÆËÈÉ ÊÆÊÊÊ
 ���¡2f� Ê ÅÊÆÊÈÉ ÍÍ ÅÃÊÊÆÊÈÉ Ê ÅÊÆÊÈÉ Ã¼ ÅÃÊÊÆÊÈÉ Ú
²³fc ÃÊ Å¼¼ÆÎÈÉ ËÍ ÅÎÎÆËÈÉ Ë Å¼ÇÆÊÈÉ Ï ÅÎÇÆÊÈÉ ÊÆÊÊÊ
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さらに、家庭支援の必要性に関しては、「身近
に相談相手がいない」「ひとり親家族の増加」「子
育ての環境」が上位３項目であった。このことは、
身近な相談相手の存在の減少やひとり親家族の増
加など家庭環境の変化が、子育て家庭への支援の
根拠として考えている学生の多いことを示唆した。
そして、家庭支援の考えを学年との関連から検
討した結果、「コミュニケーション力」について
は、１年生の方が２年生よりも重視し、「親自身
が主体となれる場、人との関係性を育める場」に

ついては、２年生の方が１年生よりも重視してい
ることがわかった。この結果から、学年の進行に
つれて、コミュニケーション力といった一般的な
知識・技術から、親自身が主体となれる場、人と
の関係性を育める場を作るといった保育独自の専
門的知識・技術へと関心を移していくことが示唆
された。
加えて、家庭支援への考えと子育ての手伝い経
験との関連を検討した結果、子育ての手伝い経験
のある方が、保護者との情報共有をより重要と考

表３ 家庭支援への考えと身近な子育て者の存在との関連（Ｎ＝５６）

家庭教育研究25、２０２０
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��
 ¼¼ ÅÇÏÆÇÈÉ ÃÇ ÅÍÊÆÇÈÉ Ä ÅËÃÆÄÈÉ ÃË ÅÄÌÆÍÈÉ ¼ÆÌÄÌ
!123�456
���78�56.7#�
 Î ÅÃÌÆÏÈÉ ËÊ ÅÌÃÆÃÈÉ Ì ÅÍ¼ÆÃÈÉ ÃÃ ÅÇÎÆÏÈÉ ¼ÆËÄÃ
���������������� �
 Ç ÅÃËÆÇÈÉ Ë¼ ÅÌÄÆÇÈÉ ¼ ÅÃÊÆÇÈÉ ÃÎ ÅÌÏÆÇÈÉ ÊÆÊÊÊ
�������	
��
 Ë ÅÌÆÃÈÉ ËÍ ÅÏÃÆÏÈÉ Ã ÅÇÆËÈÉ ÃÌ ÅÏÍÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
!12OP&9:;=#@A��B��� �
 ÃË ÅËÇÆÃÈÉ ¼Í ÅÄÍÆÏÈÉ Ì ÅÍ¼ÆÃÈÉ ÃÃ ÅÇÎÆÏÈÉ ÊÆÊÍÌ
9:;<C#DE.7#�
 ÃÊ Å¼ÎÆÊÈÉ ¼Î ÅÎËÆÊÈÉ Ì ÅÍ¼ÆÃÈÉ ÃÃ ÅÇÎÆÏÈÉ ÊÆÎÊÏ
9:;<=#>?@A��B ÃÊ Å¼ÎÆÊÈÉ ¼Î ÅÎËÆÊÈÉ Î ÅËÄÆÌÈÉ Ã¼ ÅÄËÆ¼ÈÉ ÊÆ¼Ê¼
FGHIJKLMN� ÃÍ ÅËÎÆÌÈÉ ¼Ë ÅÄ¼Æ¼ÈÉ Ç Å¼ÄÆËÈÉ ÃÍ ÅÎËÆÎÈÉ ÊÆËÃÌ
����� Ë ÅÌÆÃÈÉ ËÍ ÅÏÃÆÏÈÉ ¼ ÅÃÊÆÇÈÉ ÃÎ ÅÌÏÆÇÈÉ ÊÆÊÊÊ
!12QR ÃÇ ÅÍÊÆÇÈÉ ¼¼ ÅÇÏÆÇÈÉ Î ÅËÄÆÌÈÉ Ã¼ ÅÄËÆ¼ÈÉ ÊÆÊÊÊ
!"�#$%&'�(�)*�+,�-.#/0 Ï Å¼ÍÆËÈÉ ¼Ì ÅÎÇÆÎÈÉ Ë ÅÃÇÆÌÈÉ ÃÄ ÅÌÍÆ¼ÈÉ ÊÆÃÇÍ
°¾-.�Ñ�{9"P=��Ò{ÓÔÁ�Â=

9:;=#���� ÃÏ ÅÇÃÆÍÈÉ ÃÌ ÅÍÌÆÄÈÉ Ç Å¼ÄÆËÈÉ ÃÍ ÅÎËÆÎÈÉ ¼Æ¼Î¼ Ð
!12#@
���)* Ì Å¼ÃÆÄÈÉ ¼Ï ÅÎÌÆÍÈÉ Í Å¼ÃÆÃÈÉ ÃÇ ÅÎÌÆÏÈÉ ÊÆÊÊÊ
!"��@
�lmZn#)* Ä ÅÃÄÆ¼ÈÉ ËÃ ÅÌËÆÌÈÉ Ã ÅÇÆËÈÉ ÃÌ ÅÏÍÆÎÈÉ ÊÆÇÇÌ
!"��@
�DE.7 ¼Ä ÅÎÊÆËÈÉ ÃÃ Å¼ÏÆÎÈÉ ÃË ÅÄÌÆÍÈÉ Ä ÅËÃÆÄÈÉ ÊÆÊÊÊ
!"�c!#��#h#)* ÃÇ ÅÍÊÆÇÈÉ ¼¼ ÅÇÏÆÇÈÉ ÃË ÅÄÌÆÍÈÉ Ä ÅËÃÆÄÈÉ ¼ÆÌÄÌ
VW;�-.�X�Y8� Ë ÅÌÆÃÈÉ ËÍ ÅÏÃÆÏÈÉ Ã ÅÇÆËÈÉ ÃÌ ÅÏÍÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
���#��h�Y {�
 ¼Ã ÅÇÄÆÌÈÉ ÃÄ ÅÍËÆ¼ÈÉ Ì ÅÍ¼ÆÃÈÉ ÃÃ ÅÇÎÆÏÈÉ ÊÆÇÎ¼
c=��#�S�p
 ÃÊ Å¼ÎÆÊÈÉ ¼Î ÅÎËÆÊÈÉ Ä ÅËÃÆÄÈÉ ÃË ÅÄÌÆÍÈÉ ÊÆÊÊ¼
cOP#-,o��p
 Ì Å¼ÃÆÄÈÉ ¼Ï ÅÎÌÆÍÈÉ ¼ ÅÃÊÆÇÈÉ ÃÎ ÅÌÏÆÇÈÉ ÊÆÍËË
��#���#���Y � Ï Å¼ÍÆËÈÉ ¼Ì ÅÎÇÆÎÈÉ Í Å¼ÃÆÃÈÉ ÃÇ ÅÎÌÆÏÈÉ ÊÆÊÊÊ
��#@AZ@�[\=#]^_`KaNb Í ÅÃÊÆÌÈÉ ËË ÅÌÏÆ¼ÈÉ ¼ ÅÃÊÆÇÈÉ ÃÎ ÅÌÏÆÇÈÉ ÊÆÊÊÊ
!"���&\���w�icOP3l�o,�h ÃÃ Å¼ÏÆÎÈÉ ¼Ä ÅÎÊÆËÈÉ Ï ÅÍÎÆÍÈÉ ÃÊ ÅÇ¼ÆÄÈÉ ÃÆÊ¼Ê
c�d3e\=fg�hi�=#@Aj�"k�h Ë ÅÌÆÃÈÉ ËÍ ÅÏÃÆÏÈÉ Ë ÅÃÇÆÌÈÉ ÃÄ ÅÌÍÆ¼ÈÉ ÊÆÃÎÏ
!"�#����{������ g���^�3��h ÃÎ ÅÍÇÆÏÈÉ ¼Ê ÅÇÍÆÃÈÉ Ã¼ ÅÄËÆ¼ÈÉ Î ÅËÄÆÌÈÉ ÊÆÌÌÊ
��#qrNstu�vwkixyf�3!"��@z{i|n}\~!"��Õ.
�h Ï Å¼ÍÆËÈÉ ¼Ì ÅÎÇÆÎÈÉ ¼ ÅÃÊÆÇÈÉ ÃÎ ÅÌÏÆÇÈÉ ÊÆÎÄÄ
���^LH
�h#)* Ì Å¼ÃÆÄÈÉ ¼Ï ÅÎÌÆÍÈÉ Ç Å¼ÄÆËÈÉ ÃÍ ÅÎËÆÎÈÉ ÊÆÊÊÍ
d��VW~����#�� Ä ÅÃÄÆ¼ÈÉ ËÃ ÅÌËÆÌÈÉ Ç Å¼ÄÆËÈÉ ÃÍ ÅÎËÆÎÈÉ ÊÆ¼ÏÌ
fÖ×°¾-.3ØÙ�

´!µ Ã¼ ÅË¼ÆÍÈÉ ¼Ç ÅÄÎÆÄÈÉ Ë ÅÃÇÆÌÈÉ ÃÄ ÅÌÍÆ¼ÈÉ ÃÆÊ¼Ä
¯°± Ì Å¼ÃÆÄÈÉ ¼Ï ÅÎÌÆÍÈÉ Ç Å¼ÄÆËÈÉ ÃÍ ÅÎËÆÎÈÉ ÊÆÊÊÍ
!"�#�� Ã¼ ÅË¼ÆÍÈÉ ¼Ç ÅÄÎÆÄÈÉ ÃÊ ÅÇ¼ÆÄÈÉ Ï ÅÍÎÆÍÈÉ ÃÆËÌÍ
���4#©ª Ì Å¼ÃÆÄÈÉ ¼Ï ÅÎÌÆÍÈÉ Ë ÅÃÇÆÌÈÉ ÃÄ ÅÌÍÆ¼ÈÉ ÊÆÊ¼Î
�¶� ÃË ÅËÇÆÃÈÉ ¼Í ÅÄÍÆÏÈÉ Í Å¼ÃÆÃÈÉ ÃÇ ÅÎÌÆÏÈÉ ÊÆÄÊÄ
·={c°±#¸¹ ÃÎ ÅÍÇÆÏÈÉ ¼Ê ÅÇÍÆÃÈÉ Î ÅËÄÆÌÈÉ Ã¼ ÅÄËÆ¼ÈÉ ÊÆÃËÍ
¢j#|n£¤ Ã Å¼ÆÎÈÉ ËÄ ÅÏÎÆËÈÉ Ã ÅÇÆËÈÉ ÃÌ ÅÏÍÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
¥¦#§¨|n ¼ ÅÇÆÍÈÉ ËÇ ÅÏÍÆÄÈÉ Ã ÅÇÆËÈÉ ÃÌ ÅÏÍÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
d��DEDº3�f� ÃË ÅËÇÆÃÈÉ ¼Í ÅÄÍÆÏÈÉ ÃÃ ÅÇÎÆÏÈÉ Ì ÅÍ¼ÆÃÈÉ ÃÆÌÊÎ
!"�«¬3�f� Ç ÅÃËÆÇÈÉ Ë¼ ÅÌÄÆÇÈÉ Ë ÅÃÇÆÌÈÉ ÃÄ ÅÌÍÆ¼ÈÉ ÊÆÊÊÊ
c#©ª Í ÅÃÊÆÌÈÉ ËË ÅÌÏÆ¼ÈÉ Ë ÅÃÇÆÌÈÉ ÃÄ ÅÌÍÆ¼ÈÉ ÊÆÊÃÃ
�­§® Î ÅÃÌÆÏÈÉ ËÊ ÅÌÃÆÃÈÉ ¼ ÅÃÊÆÇÈÉ ÃÎ ÅÌÏÆÇÈÉ ÊÆÃÌÃ
 ���¡2f� Ê ÅÊÆÊÈÉ ËÎ ÅÃÊÊÆÊÈÉ Ê ÅÊÆÊÈÉ ÃÏ ÅÃÊÊÆÊÈÉ Ú
²³fc Ï Å¼ÍÆËÈÉ ¼Ì ÅÎÇÆÎÈÉ Í Å¼ÃÆÃÈÉ ÃÇ ÅÎÌÆÏÈÉ ÊÆÊÊÊ
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えていることがわかった。また、家庭支援への考
えと自身の子育て経験との関連を検討した結果、
親の自覚の足りない保護者への支援をより重要と
考えていることがわかった。これにより、子育て
の手伝い経験は、子ども・子育ての情報共有の高
い認識に寄与し、実際に子どもを育てる経験は、
未熟な親との接触経験や存在を知ることによって、
その支援の必要性を認識することに繋がっている
のではないかと推察された。
そして、保護者との情報共有や、親としての自

覚が足りない親に対するきめ細やかな支援につい
ては、経験があるほどその必要性を実感していた
ため、体験的な学びを交えながら、社会的にその
必要性が高まっている家庭への支援についても保
育士養成の中で取り組んでいく必要があると考え
られた。
そのため、子ども理解、親子関係を調整する支
援、相談援助、交流の場の提供、情報共有、子育
て環境の変化について学ぶとともに、２年生にお
いては、親自身が主体となれる場、人との関係性

表４ 家庭支援への考えと子育ての手伝い経験との関連（Ｎ＝５６）

室谷・新川・前田：保育士養成専門学校生が重視する家庭支援の学びと取り組みについて
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 Ç ÅÇÇÆÄÈÉ Í ÅÍÍÆÍÈÉ ¼Ë ÅÍÌÆÏÈÉ ¼Í ÅÇÃÆÃÈÉ ÊÆÊÊÊ
!123�456
���78�56.7#�
 Ê ÅÊÆÊÈÉ Ï ÅÃÊÊÆÊÈÉ ÃÇ ÅËÃÆÏÈÉ Ë¼ ÅÄÌÆÃÈÉ ¼ÆÍÄÇ Ð
���������������� �
 Ã ÅÃÃÆÃÈÉ Ì ÅÌÌÆÏÈÉ Ä ÅÃ¼ÆÌÈÉ ÍÃ ÅÌÎÆ¼ÈÉ ÊÆÊÊÊ
�������	
��
 ¼ Å¼¼Æ¼ÈÉ Î ÅÎÎÆÌÈÉ ¼ ÅÍÆËÈÉ ÍÇ ÅÏÇÆÎÈÉ ÃÆÍÄÄ
!12OP&9:;=#@A��B��� �
 Ç ÅÇÇÆÄÈÉ Í ÅÍÍÆÍÈÉ ÃÄ ÅËÍÆÊÈÉ ËÃ ÅÄÄÆÊÈÉ ÊÆÎÃÇ
9:;<C#DE.7#�
 Ë ÅËËÆËÈÉ Ä ÅÄÄÆÎÈÉ ÃÇ ÅËÃÆÏÈÉ Ë¼ ÅÄÌÆÃÈÉ ÊÆÊÊÊ
9:;<=#>?@A��B Ë ÅËËÆËÈÉ Ä ÅÄÄÆÎÈÉ ÃÍ Å¼ÏÆÌÈÉ ËË ÅÎÊÆ¼ÈÉ ÊÆÊÊÊ
FGHIJKLMN� Ã ÅÃÃÆÃÈÉ Ì ÅÌÌÆÏÈÉ ÃÌ ÅËÌÆËÈÉ ¼Ï ÅÄÃÆÎÈÉ ÃÆÍ¼Ç
����� Ã ÅÃÃÆÃÈÉ Ì ÅÌÌÆÏÈÉ Í ÅÌÆÇÈÉ ÍË ÅÏÃÆÇÈÉ ÊÆÊÊÊ
!12QR Í ÅÍÍÆÍÈÉ Ç ÅÇÇÆÄÈÉ ÃÌ ÅËÌÆËÈÉ ¼Ï ÅÄÃÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
!"�#$%&'�(�)*�+,�-.#/0 ¼ Å¼¼Æ¼ÈÉ Î ÅÎÎÆÌÈÉ ÃÊ Å¼ÃÆËÈÉ ËÎ ÅÎÌÆÎÈÉ ÊÆÊÊÊ
°¾-.�Ñ�{9"P=��Ò{ÓÔÁ�Â=

9:;=#���� Ç ÅÇÇÆÄÈÉ Í ÅÍÍÆÍÈÉ ÃÏ ÅÍÊÆÍÈÉ ¼Ì ÅÇÏÆÄÈÉ ÊÆ¼¼Ë
!12#@
���)* Ë ÅËËÆËÈÉ Ä ÅÄÄÆÎÈÉ Ï ÅÃÏÆÃÈÉ ËÌ ÅÌÊÆÏÈÉ ÊÆ¼ÇÎ
!"��@
�lmZn#)* ¼ Å¼¼Æ¼ÈÉ Î ÅÎÎÆÌÈÉ Ç ÅÃÊÆÄÈÉ Í¼ ÅÌÏÆÍÈÉ ÊÆÃÎÊ
!"��@
�DE.7 Î ÅÎÎÆÌÈÉ ¼ Å¼¼Æ¼ÈÉ Ë¼ ÅÄÌÆÃÈÉ ÃÇ ÅËÃÆÏÈÉ ÊÆÊËÍ
!"�c!#��#h#)* Í ÅÍÍÆÍÈÉ Ç ÅÇÇÆÄÈÉ ¼Í ÅÇÃÆÃÈÉ ¼Ë ÅÍÌÆÏÈÉ ÊÆÊÊÊ
VW;�-.�X�Y8� ¼ Å¼¼Æ¼ÈÉ Î ÅÎÎÆÌÈÉ ¼ ÅÍÆËÈÉ ÍÇ ÅÏÇÆÎÈÉ ÃÆÍÄÄ
���#��h�Y {�
 Í ÅÍÍÆÍÈÉ Ç ÅÇÇÆÄÈÉ ¼Ç ÅÇËÆ¼ÈÉ ¼¼ ÅÍÄÆÌÈÉ ÊÆÊÃÍ
c=��#�S�p
 Í ÅÍÍÆÍÈÉ Ç ÅÇÇÆÄÈÉ Ã¼ Å¼ÇÆÇÈÉ ËÇ ÅÎÍÆÇÈÉ ÊÆÇÇÏ
cOP#-,o��p
 Ê ÅÊÆÊÈÉ Ï ÅÃÊÊÆÊÈÉ ÃÊ Å¼ÃÆËÈÉ ËÎ ÅÎÌÆÎÈÉ ÃÆÃÊÄ
��#���#���Y � Ê ÅÊÆÊÈÉ Ï ÅÃÊÊÆÊÈÉ ÃË Å¼ÎÆÎÈÉ ËÍ ÅÎ¼ÆËÈÉ ÃÆÌÎÄ
��#@AZ@�[\=#]^_`KaNb ¼ Å¼¼Æ¼ÈÉ Î ÅÎÎÆÌÈÉ Í ÅÌÆÇÈÉ ÍË ÅÏÃÆÇÈÉ ÊÆËÏÎ
!"���&\���w�icOP3l�o,�h Ã ÅÃÃÆÃÈÉ Ì ÅÌÌÆÏÈÉ ÃÏ ÅÍÊÆÍÈÉ ¼Ì ÅÇÏÆÄÈÉ ÃÆÄÏÇ
c�d3e\=fg�hi�=#@Aj�"k�h Ê ÅÊÆÊÈÉ Ï ÅÃÊÊÆÊÈÉ Ä ÅÃ¼ÆÌÈÉ ÍÃ ÅÌÎÆ¼ÈÉ ÊÆ¼ÏÌ
!"�#����{������ g���^�3��h Î ÅÎÎÆÌÈÉ ¼ Å¼¼Æ¼ÈÉ ¼¼ ÅÍÄÆÌÈÉ ¼Ç ÅÇËÆ¼ÈÉ ÃÆÎÏÍ
��#qrNstu�vwkixyf�3!"��@z{i|n}\~!"��Õ.
�h Ã ÅÃÃÆÃÈÉ Ì ÅÌÌÆÏÈÉ ÃÊ Å¼ÃÆËÈÉ ËÎ ÅÎÌÆÎÈÉ ÊÆÊÄÊ
���^LH
�h#)* Ë ÅËËÆËÈÉ Ä ÅÄÄÆÎÈÉ ÃÊ Å¼ÃÆËÈÉ ËÎ ÅÎÌÆÎÈÉ ÊÆÃ¼Ç
d��VW~����#�� Ê ÅÊÆÊÈÉ Ï ÅÃÊÊÆÊÈÉ ÃÃ Å¼ËÆÍÈÉ ËÄ ÅÎÄÆÄÈÉ ÃÆËÍÌ
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.

を育める場を作るといった保育士独自の専門性を
活かした家庭支援を学び合えるようにするべきで
あることが示唆された。
本研究では明らかになっていない家庭支援の専
門性を高められる具体的な内容について調査する
ことは今後の研究課題である。

注）

1 ）厚生労働省『保育所保育指針の改定について』
2017
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